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はじめに
2011 年 3 月 17 日から 21 日にかけて，全国の党員約 19 万 1780 人の代








れた今後 5 年間（2011 ～ 2015 年）の国家建設方針を考察することで，以上
の 2 つの問いに答えていきたい。以下，第 1 節では，建国からこれまでの国
家建設過程を，その目的の変遷から大きく 2 つの時代に分けて概観する。ひ
とつは 1975 年の建国から 1991 年までの「戦後復興の時代」，もうひとつは
1991 年から現在までの「貧困削減の時代」である。第 2 節では，2006 年の
第 8 回党大会以降の政治，経済状況について考察する。2006 年以降，格差の
拡大や土地問題など経済成長の負の側面が政治問題化し，党内外から現在の路








1．戦後復興の時代（1975 ～ 1991 年）
1975 年 12 月の建国後，社会主義国家建設の基盤を整えるため，党は社会



















党は打開策として，1979 年 11 月の第 2 期党中央執行委員会第 7 回総会（以
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非社会主義経済部門を生産拡大と国民の生活改善のために活用するとしたので
ある (Kaysone [1979: 92-94,100-101])(1)。いわゆる市場経済化を軸とした「新経
済管理メカニズム」の導入である。











年の 86 種類から 1984 年までには石油，コメ，コーヒーなどの戦略的物資の
みが対象となるなど，改革は漸進的に進められた（Kaysone [1984: 5-6]）。「新


















1989 年 9 月から 1992 年 9 月まで構造調整ファシリティ （ーSAF）を開始した。
改革当初の混乱や天候不順により，1987 年と 1988 年の経済成長率はマイナ
スであったが，経済は徐々に安定し 1989 年は 13.4％，1990 年は 6.7% の成
長を達成したのである（ADB [2002: 224, 2003: 219]）。
2．貧困削減の時代（1991 年～現在）
1991 年 8 月 15 日，建国後初の憲法が制定された。憲法制定には 2 つの重
要な意味をみてとれる。第 1 は，憲法第 16 条が「経済管理は政府調整をとも

















である」（Pasaason , 1991 年 8 月 16 日）とし，憲法が国民統合にとっても重要
な役割を果たすことを指摘している。







なったことを意味する。そこで党は，1993 年 2 月 18 日の第 5 期党中央執行
委員会第 6 回総会において，経済発展を遂げ，国家を徐々に最貧国から脱却
させるという新たな目標を掲げた。（Sathaaban Vithanyasaat Sangkhom Haeng 
Saat [2010: 274-277]）。これには，1996 年 3 月の第 6 回党大会において，「2020
年までに」と具体的な期限が定められた（Eekasaan Koongpasum Nyai Khang 
Thii VI Khoong Phak Pasaason Pativat Lao  [1996: 29]）。以降，ラオスは資源・エ
ネルギー部門開発を中心に経済開発に邁進することになる。
第 2 節　第 8 回党大会以降の状況
1．経済成長至上主義
1996 年から 2005 年までの平均経済成長率は 6.2% となり，ラオスは順調
に経済成長を遂げてきた。しかし，1996 ～ 2000 年の目標は平均 8 ～ 8.5％
成長（Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii VI Khoong Phak Pasaason Pativat Lao  
[1996: 30]），また，2001 ～ 2005 年は最低 7％が目標であった（Eekasaan 
Koongpasum Nyai Khang Thii VII Khoong Phak Pasaason Pativat Lao  [2001: 24]）。
つまり，安定した経済成長を遂げたものの，実は目標に届いていなかったので
ある。




とする方針を掲げたのである（Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii VIII Phak 





権等の供与）は，2003 年の 58 件から 2007 年には 100 件となり，2009 年に
は 150 件となった（杉本 [2010: 173]）。2000 年代初頭に輸出全体の 2％にも
満たなかった鉱業の輸出は，2006/07 年度には 61％を占めるまでに成長した
（山田／ケオラ [2008: 255]）。GDP に占める鉱業の割合も，2002 年の 0.2% か
ら 2005 年には 5.7% となり，2006 年には約 12％を占めるようになった（ADB 
[2009]）。
また，2010 年から稼働したナムトゥン 2 水力発電所は，今後 20 年間で




以上の資源・エネルギー部門開発により，2006 年から 2010 年までの
平均経済成長率は 7.9% と 1990 年代以降もっとも高くなった（Eekasaan 






2008 年 7 月に行われた第 6 期第 5 回国会では，政府の開発政策について






このような国会の姿勢は国民の声を代表している。2008 年に行われた 2 回
の国会会期中，国民からは 400 件以上の意見が国会に寄せられた。ラオスで

















は，2009 年 4 月にラオス政府と国連が発表したミレニアム開発目標進捗状
況報告書から裏づけられる 。ミレニアム開発目標（Millennium Development 
Goals: MDGs）とは, 2000 年 9 月の国連ミレニアム・サミットで採択された「国
連ミレニアム宣言」と, 1990 年代の主要な国際会議やサミットで採択された
目標を統合したものであり，目標達成期限を 2015 年と定めている（国連開発




















目標 1　極度の貧困と飢餓の撲滅 　 　 　 　 　
・2015 年までに 1 日 1 ドル未満で生活
する人口の割合を半数に減少させる 　 　 ● 　 　
・2015 年までに飢餓に苦しむ人口の割




　 　 　 ● 　
目標 2　普遍的な初等教育の実現 　 　 　 　 　
・2015 年までにすべての子どもたちが，
初等教育の全課程を修了できる 　 ● 　 　 　
目標 3　ジェンダーの平等の推進と女性の
地位向上 　 　 　 　 　
・2015 年までにすべての教育レベルで
男女格差を解消する 　 ● 　 　 　
目標 4　乳児死亡率の削減 　 　 　 　 　
・2015 年までに 5 歳未満の死亡率を 3
分の 2 引き下げる 　 　 ● 　 　
目標 5　妊産婦の健康状態改善 　 　 　 　 　
・2015 年までに妊産婦の死亡率を 4 分
の 3 引き下げる 　 ● 　 　 　
・2015 年までにリプロダクティブ・ヘ
ルスへの普遍的アクセスを実現する ● 　 　 　 　
目標 6　HIV/ エイズ，マラリア，その他
の疾病のまん延防止 　 　 　 　 　
・2015 年までに HIV/ エイズのまん延を
食い止め，減少させる 　 　 　 ● 　
・2010 年までに HIV/ エイズの治療への




　 　 ● 　 　
・ツベルクリンのまん延を食い止め，減
少させる 　 　 ● 　 　
目標 7　環境の持続可能性確保 　 　 　 　 　
・持続可能な開発の原則を国家政策に反
映させ，環境資源の損失を減少させる ● 　 　 　 　
・ 生物多様性の損失を 2010 年までに減
















　 　 ● 　 　
（出所）The Government of Lao PDR and UN [2008: xvi]，外務省ホームページ（2011 年 9 月 25 日ア
クセス），国際連合広報センターホームページ（2011 年 9 月 25 日アクセス）をもとに筆者作成。
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社会主義の目的に向かって前進する」（Eekasaan Koongpasum Nyai Khang 















第 8 回大会 第 9 回大会
代表数 498 人 576 人
党・大衆組織 271 人（54.4％） 333 人（57.8％）
国防・公安 97 人（19.5％） 99 人（17.2％）
経済 72 人（14.5％） 62 人（10.8％）
立法・司法・文化・社会 58 人（11.6％） 82 人（14.2％）
（出所）Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii IX Phak Pasaason Pativat 
Lao  [2011: 7], Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii VIII Phak 






・平均経済成長率は 7.9％，1 人あたり GDP は約 870 万キープ（約 1069 ドル）となった。


























（出所）Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii IX Phak Pasaason Pativat Lao  [2011: 11-19] をもと
に筆者作成。
（注）5 つの成果のタイトル 1 ～ 5 は，内容をもとに筆者が考えたものである。






　党の悲観的認識は過去 5 年間の成果と問題点からも看取できる。成果は表 3
のように 5 つの分野にまとめられる。経済成長率は 7.9% と高成長を遂げ，貧
困世帯率も 7 年間で約 7 ポイント低下し，また，株式市場も開設されたこと
で順調に開発が進んでいるようにみえる。一方政治についても，中央から末端
に至るまで政治システムが強化され，国会の改善は国民の信頼を醸成したとの















まず，党大会では表 5 のような 4 大目標が示された。特徴は，年間経済成












































（出所）Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii IX Phak Pasaason Pativat Lao  [2011: 11-19] をもと
に筆者作成。
以上に強調している点も特徴といえる。
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の突破）という説明がなされている（Eekasasn Koongpasum Nyai Khang Thii IX 





重点業務に関する分析は，第 2 章（政治），第 3 章（経済），第 4 章（社会）で行っ
ているので詳細は各論を参照されたい。以下では，なぜ第 9 回党大会で国家
建設の新たなスローガンが掲げられたのか，その意味について考えてみよう。















































































































2 つある。第 1 は，ラオスは順調に経済発展を遂げる一方で，格差の拡大や土
地問題，また汚職や不正など経済成長の負の側面が拡大しかつ政治問題化して




に掲げ国家建設を進めてきた。1996 年の第 6 回党大会では「2020 年に最貧
国を脱却する」という具体的な期限が設定され，以降，資源・エネルギー部門
開発を中心に経済開発に邁進してきた。その結果，2006 ～ 2010 年の平均経








いう新たなスローガンを掲げたのである。第 9 回党大会は 2020 年までの途
上で開催されており，貧困削減による「2020 年の最貧国脱却」が大会の中心
テーマであることに変わりはない。しかし，これまでの路線を修正し新たなス
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